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答 申 

 当委員会は、平成２９年２月７日付けで美濃加茂市長から諮問のありました

美濃加茂市新庁舎整備基本構想策定における次の事項について、以下のとおり

答申します。 

なお、「答申書付属参考資料」を併せて参照ください。 

 

諮問事項 美濃加茂市新庁舎整備基本構想について 

○現庁舎の課題整理について 

○新庁舎に求められる基本機能について 

○新庁舎整備の事業手法及び候補地等の比較分析について 

○新庁舎をいかしたまちづくり構想について 

 

 

１． 検討の経緯 

 美濃加茂市新庁舎整備基本構想策定委員会（以下「当委員会」といいま

す。）では、諮問を受け、会議を６回、市民ワークショップを４回、お出かけ

ワークショップを６回開催し、市民アンケート(1500名の市民に郵送・有効回

収率 31.8％)、来庁者アンケート(100名)、職員アンケート(485名)、現庁舎の

職場環境調査を実施するとともに、他都市の事例等関連資料を収集するなど、

市民の意向を十分に反映できるように、諮問事項について慎重に検討を行いま

した。 

 諮問事項の検討と併せて、検討の経過を広く市民に知っていただくために、

当委員会の会議の結果を「かわらばん」として、また市民ワークショップの結

果を「市民ワークショップ通信」として分かりやすくまとめ、公共施設に掲示

するとともに美濃加茂市ホームページに掲載しました。さらに「広報みのか

も」において、新庁舎整備に関する特集を組み、当委員会の活動等を毎号コラ

ムとして掲載するなど市民に対する情報発信を積極的に行いました。 

 

２． 現庁舎の課題整理 

 現庁舎の課題は、大きく分けて「老朽化・耐震脆弱性」、「狭あい性」、「防災

機能の不足」、「親しみやすい空間の不足」、「まちとの関連性の不足」の５項目
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に整理することができます。それぞれの項目について、さまざまな問題点・課

題が洗い出されました。これらの課題を解決するためにも、現状のまま使い続

けることを見直し、新庁舎整備の検討を進めていく必要があります。 

 

３． 新庁舎整備の基本理念、基本方針等 

 当委員会では、美濃加茂市第５次総合計画に定められた目指すべき将来像を

踏まえた上で、新庁舎が市民と共にまちづくりを行う拠点（ひろば）となるよ

うにとの思いから、「みんなの まぁるい まちづくりひろば」が新庁舎整備の

基本理念としてふさわしいと考えます。 

 さらに、当委員会では、新庁舎整備の基本方針として次の５つのコンセプト

を考えました。 

①「全ての人にやさしい庁舎」 

②「市民が集う開かれた庁舎」 

③「まちが元気になる庁舎」 

④「安全で安心な庁舎」 

⑤「持続可能な庁舎」 

この基本方針に基づき新庁舎を整備し、現庁舎の課題を解決することで、新

庁舎は「みんなの まぁるい まちづくりひろば」になると考えます。 

 また、基本方針に基づいた新庁舎を整備するためには、「庁舎機能の改善」、

「社会的要請への対応」、「まちづくりとの連携」という３つの視点で新庁舎の

あり方を十分に検討した上で、庁舎のハード面だけではなく、運用面、デザイ

ン面、コスト面においても対応できる最適な事業手法を選んでいくことが重要

です。 

 

４．新庁舎に求められる基本機能 

新庁舎が備えるべき基本機能としては、「市民サービス機能」、「執務機能」

及び「市民とのつながりやまちとのつながりに対応した拡張機能」が考えられ

ます。そして、これらを具体的に検討する際には、ユニバーサルデザインや省

エネルギー化といった技術的な配慮だけではなく、より人間的な配慮もきわめ

て重要です。 

 

５．新庁舎整備の事業手法 
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 新庁舎の整備手法は、従来のような自前型、すなわち市有地に市有の建物を

整備して使用する方法だけではなく、PFI手法や、民間施設のリース（賃貸、

間借り）による手法などを活用することも、検討に値すると考えます。整備手

法の選択に当たっては、新庁舎の配置計画と密接に関係させて、費用と資金調

達可能性、空間資源の有効活用、まちの活性化効果、公共性などを十分に考慮

して選択すべきです。 

 

６． 候補地等の比較分析 

 美濃加茂市のまちづくりとの連携や、整備コスト、スペースの確保、交通ア

クセスの容易さ、治安・防災、親しみ・安らぎ、自然・景観、周辺利便性など

の視点から様々な検討、議論を踏まえて、次の４カ所を選定しました。これら

は、いずれもコンパクトエリア(※)に含まれています。 

  ①現庁舎周辺 

  ②美濃太田駅周辺 

  ③美濃太田駅北側スーパー周辺 

  ④前平公園（岐阜県畜産研究所含む） 

 この４カ所は、それぞれ新庁舎の候補地としては強みと弱みを持っており、

さらに実現可能性などを踏まえて、今後より詳細で具体的な検討を加える必要

があります。 

(※)コンパクトエリア：「美濃加茂市公共施設等総合管理計画」において定めた庁舎等、主要な公共施設

が集約されている地域 

 

７． 新庁舎をいかしたまちづくり構想 

 「2050年になっても市民みんなが幸せを感じることが出来る庁舎のある未

来」の実現を念頭に、ワークショップを重ねました。その結果、「未来に届け

たい」多くのタネを見いだすことができましたが、それらは次のような特徴を

持っています。 

  ・災害にとっても強い、市民を守る防災性がある 

  ・みんなが使いやすい 

  ・市民が一日過ごせる、ほっとできる 

  ・自由に使えるスペースやビジネス交流ができるスペースがある 

  ・将来変化に対応できる機能性がある 
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  ・情報発信基地となれる 

  ・楽しい広場となれる 

  ・まちの中に人の流れができる 

 こうしたタネをもとに、新庁舎をいかしたまちづくりには、次の４つの視点

が重要と考えます。 

① 生活と商業を結びつけ、人の流れを生むにぎわいのまちづくり 

  ②地域の活動やコミュニティを活かし、国籍などを超えた人と人とのつな

がりを築く交流のまちづくり 

  ③美濃加茂の歴史や伝統を継承するまちづくり 

④既存の地域資源を活かしたまちづくり 

当委員会では、以上のことを踏まえ、人・モノ・コト・情報の行き交う場で

培われてきた美濃加茂人のＤＮＡである「迎え入れる心」とその「土壌・風

土」をまちづくりに活かし、コンパクトエリアで再構築するという思いから、

「現代版太田宿」が新庁舎をいかしたまちづくり構想のコンセプトとしてふさ

わしいと考えます。 

 

８． おわりに 

 本答申は、市民の意向を十分に反映できるように、市民ワークショップや市

民アンケートなどを実施し、慎重に検討してきた結果ではありますが、整備予

定地や事業手法の決定など具体的な検討はこれからです。 

美濃加茂市においては、本答申を踏まえて新庁舎整備基本計画を策定する際

にも、市民の意見に対し十分に耳を傾けながら、より慎重に検討していく必要

があります。 

最後に、当委員会として、まちづくりの拠点となる新庁舎を整備することに

より、「2050年になっても市民みんなが幸せを感じることが出来る未来」が実

現できることを心から望みます。 

 

 
















































































